
  

遺留品を返還することの大切さとは？ 
 

 第二次世界大戦中、戦地で亡くなった日本兵の

数は約２３０万人と言われています。 
 戦死者の場合は、通常その場で火葬し、遺骨の一

部をご遺族へ送っていましたが、戦況が悪化するに

つれ、これが困難になっていきました。ご遺族の元

には白い木箱が渡され、その箱の中には戦場の小石

が一つ入っているだけ、さらに末期になるとそれさ

えもなく、何も戻らない、情報さえも入らないひど

い状況でした。逆に、遺品は他国の手に渡り、「記

念品」として持ち帰られてしまいました。 
 例えば、日章旗はその方を大切にしておられたご

家族やお友達からの署名やメッセージであり、ご本

人が死ぬ直前まで身につけて大切にしていた物で

す。写真や手紙も当時では貴重でした。そしてご本

人たちの心の支えになった物たちです。 
 日本では、昔から「大切にしていた物にはその人

の魂が宿る」と言われております。時は過ぎ、時代

も変わりましたが、それらの大切な遺品を本国に、

また、出来ることならご遺族に送り返すことは、亡

くなった方達の魂の鎮魂になると共に、ご心配

され思い続けてこられたご遺族も心に安らぎ

を得ることができると私たちは考えておりま

す。 
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私たちの紹介 

   キセキ遺留品返還プロジェクトは人道主義

に基づく活動をする非営利団体です。 
 
第二次世界大戦後、旧日本軍人の所有物が連

合国軍人により自国に持ち帰られました。そ

の多くは米国にあります。 
 
1971 年オハイオ州在住の医師加治安彦は遺留

品の返還を依頼され、それを日本に送りまし

た。それ以来、加治は私財を投じて遺留品の

収集をし、日本にそれらを返還してまいりま

した。 
 
2004 年、加治は高校時代の友人西羽潔が「戦

争を語り継ごう」というブログで先の大戦が

風化しない努力をしていることを知り、二人

で協力して遺留品返還活動をすることにしま

した。西羽がウェッブサイトを構築し、日米

合同の返還活動が始まりました。 
 
2010 年、西羽の急逝後、長女の森岡めぐみが

元アメリカ空軍士官のジョージ・スミスの協

力のもとウェッブサイトを再開し、加治と共

に遺留品返還活動を続けました。日米でボラ

ンティアが増え、活動の幅も拡がりました。 
 
2020 年、加治の始めた活動 50 周年を前に、ジ

ャガード千津子の提唱でキセキ遺留品返還プ

ロジェクトをイリノイ州で米国 NPO 法人とし

て登録しました。 
 
日米両国のスタッフが一丸となってより多く

の旧日本軍人の遺留品が日本に戻るよう、

日々努力をしています。 
  

令和三年五月 
キセキ遺留品返還プロジェクト 

スタッフ一同 
 

私たちにお手伝いをさせてください 
  
 旧日本軍人の遺留品をお持ちで、それを日本

のご家族に返還希望されましたら、遺留品の情

報及び写真をお送りください。持主特定調査そ

して返還手続きに協力致します。依頼者にコス

トは一切かかりません。 
  
 日本だけではなく、旧連合国在住の皆様や旧連

合国側からも遺留品の持ち主探しの依頼も受け

ています。英文での掲載も可能ですので、情報

をお寄せ下さい。 
  
  思いのこもった遺留品を、故郷の家族の元へ返

還するために皆様のご協力をお願いします。 
  
  遺留品についての情報・お問い合わせは、下記

アドレスへお願いします。 
 

senso-ihin@outlook.jp 

私たちの近年の活動経過… 
 

2018 年 -  旧日本軍兵士の葉書をご遺族へ返還 
加治とジャガード千津子が NHK 終戦記念番組

「届かなかった手紙」の情報提供者として参加す

る 
 
2019 年 - 山形新聞、沖縄タイムス、朝日新聞、北

海道新聞、アメリカ・イリノイ州の地方新聞 
“THE PANTAGRAPH”にキセキ遺留品返還プロジ

ェクトの活動が掲載される 
 
2020 年 - 日章旗をご遺族へ返還 
写真 2 枚を青森市民図書館に寄贈 
慰問文をすみだ郷土文化資料館に寄贈 
手帳を大分県護国神社に寄贈 
慰問文を目黒区光原小学校に寄贈 
 
2021 年 - 日章旗をご遺族へ返還 
旧日本軍兵士の写真をご遺族へ返還 
 
弊ウェッブサイトには 2018年以前の活動記録、更

に現在調査中・返還済遺留品、新聞掲載記事等の

情報も載せておりますので、是非ご覧ください。 
 

 https://kiseki-ihin.tokyo/ 
 

ジャガードと加治 

山口県にお住まいの

弟さんへ日章旗の返

還ができました。 

長崎県にお住まい

のご兄弟へ絵葉書

の返還ができまし

た。 

https://kiseki-ihin.tokyo/

